
１．研究の背景と目的
　我が国の温暖地域の住宅では、内部空間と外部空間、私
的空間と公的空間を緩やかに繋ぐ「中間領域」が積極的に
計画されてきた。しかし、近年の集合住宅では、中間領域
を持たない閉鎖型住宅が計画される傾向にある。
　本稿並びに次稿は、実験集合住宅 NEXT21（以下、
NEXT21）を対象として、集合住宅における中間領域の現
代的意義を明らかにすることを目的とした一連の研究文1)

〜 3) の続報である。
　本稿・次稿では、NEXT21 の立体街路（共用廊下）及
び屋上等の「屋外中間領域」を調査対象とした（図 1）。
屋外中間領域を居住者に利用してもらう交流イベント（被
験者実験）を実施し、交流イベント中の被験者の行動観察
調査と温熱環境実測を行った。
　本稿では、中間期における屋外中間領域の温熱環境を把
握した上で、交流イベントにおける被験者の屋外中間領域
利用に対する環境的な影響要因を明らかにすることを目
的とする。
２．中間期における屋外中間領域の温熱環境
2-1．実測概要
　屋外中間領域の温熱環境実測は、2016 年 9月 26 日〜
10月 7日に実施した。屋外中間領域の各階の温湿度（10
分間隔）、グローブ球温度（10分間隔）の計測を行い、大
阪市を計測値とするアメダスデータと比較した。図 2に
調査対象範囲と主な測定点を示す。
2-2．屋外中間領域の温熱環境の特徴
　図 3に晴天日と雨天日の屋外中間領域の温度変動を示
す。晴天日・雨天日共に、屋上はアメダスに近い温度変動
となっていた。その他の階については、晴天日の日中はア
メダスよりも屋外中間領域の方が気温が低く、夜間はアメ
ダスよりも気温が高かった。また、上層階ほど気温が高く
なる傾向も確認された。一方、雨天日はアメダスよりも
終日気温が高く、夜間も気温がアメダスほど下がらなかっ
た。屋上以外の屋外中間領域は日較差が少ない性質を持っ
ていることが確認された。
３．交流イベントの概要
　屋外中間領域にカフェスペース（以下、カフェ）を設け
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図 2．住棟平面図と測定点（カフェ階のみ）
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図 3．屋外中間領域の１日の温度変動

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

0時 2時 4時 6時 8時 10 時 12 時 14 時 16 時 18 時 20 時 22 時
1 階 2 階 3 階 4 階
5 階 6 階 屋上 アメダス

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

0時 2時 4時 6時 8時 10 時 12 時 14 時 16 時 18 時 20 時 22 時
（℃）

（℃）

夜間の気温が高い

日中の気温が低い

終日気温が高い

屋上のみ
アメダスと似た温度分布

晴天日（2016 年 10 月 2日）

雨天日（2016 年 9月 28 日）

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（中国） 2017 年 8 月 

 

―1101―

5551



* 1 大阪ガス株式会社
* 2 京都美術工芸大学　教授・博士（工学）
* 3 立命館大学理工学部　教授・博士（工学）
* 4 京都橘大学現代ビジネス学部　専任講師・博士（工学）
* 5 大阪ガス株式会社　博士（工学）

*1 Osaka Gas.co., Ltd.
*2 Prof., Kyoto Arts and Crafts University,Dr. Eng.
*3 Prof., College of Science and Engineering, Ritsumeikan Univ.,Dr. Eng.
*4 Lecturer, Faculty of Contemporary Business, Kyoto Tachibana Univ.,Dr. Eng.
*5 Osaka Gas.co., Ltd. Dr.Eng.

【参考文献】
1) 牛山あやか，髙田光雄，加茂みどり，近本智行，土井脩史：集合
住宅の中間領域に関する研究 その１‐実験集合住宅NEXT21 にお
ける料理イベントを事例とした行動観察‐，日本建築学会学術講
演梗概集（建築計画） pp.1063-1064，2015.9

2) 志波徹，近本智行，髙田光雄，加茂みどり，原田和幸，牛山あや
か：集合住宅の中間領域の研究 その 2- イベント的アクティビティ
を行った際の環境変化と居住者の行動調査 -，日本建築学会大会学
術講演梗概集 （環境工学Ⅱ）pp.51-52，2015.9

3) 髙田光雄，近本智行，土井脩史，加茂みどり，志波徹，牛山あやか：
集合住宅の中間領域の研究 その 3〜 5，日本建築学会学術講演梗
概集（建築計画） pp.1313-1318，2016.8

3.0
2.5
2.0
1.5
1.0

0.5
0

全
天
日
射
量
(M
J/㎡

）
温
度
（
℃
）

25
26

27
28
29
30
31

10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時

屋
上

５
階

４
階

３
階

10時
00 分 15 分 30 分 45 分

11 時
00 分 15 分 30 分 45 分

12 時
00 分 15 分 30 分 45 分

13 時
00 分 15 分 30 分 45 分

14 時
00 分 15 分30 分 45 分

15 時
00 分 15 分 30 分 45 分

16 時
00 分 15 分

G

G

E D C C

C

CCCCCCCC
C C

A

A

A A A A A

A G G G

G GG G
G

G

G

G

K
K

K

K

K

K

KK J
J

J

J

J

J

J

J

J I I

I I I

I

I II I

H HH H

H
H

G
G

G G

G

G
G

G

G
G

F F F F F F

F F F F

F
F

F
F

F
F

F
F

E E E

E E

E

E

E

E

E E E E

E

E E E E
E E E E

E E

E
E E

D

D DD D

D D D D

C C

C
C C

C

CC
C CCCC

CC
CC

C
C

CCB

B

B B B

BB

B

B B B

A

A A

A A
j j

j j

j
J

J

J

J j

j

j

k
k

k

K

K

K
K

K

K

K
k

k

k

K
K kK

K k

j j
j

j

j

J J
j j

i

i
i

i

c
c

c c
c c c c

c c

cc

c

c
c cc c

c

c

ccc
ccc

c c
c c

c c c
c c c c

c

C c c
c
C c c

c
C c c

c
C c c C c

c c
c c c

c

cb

b b
b

b b b b b b

b

bbb

a a
a

aCA
G

G
c c
a a a a

a
a a

a

（アルファベットは住戸名） 催し物開催時間妻 居住者以外（関係者・来訪者など）夫 子ども

※15分間の累積のため重複する場合がある

1階 ２階 ３階 ４階 ５階 ６階 屋上 アメダス 全天空日射量

図 4．交流イベント時の被験者の利用場所と温熱環境

た交流イベントを 2016 年 10 月 8日に開催した。カフェ
は屋上、5階、4階、3階にそれぞれ１ヶ所ずつ設けられ
た。さらに、イベント中に 5階、4階、3階カフェにおい
て 30分程度の催し物を実施し、屋外中間領域の利用の促
進を図った。なお、被験者は居住者 33 名（大人 20 名、
子供 13名）、居住者以外（以下、関係者）は 13名であった。
　交流イベント中には、温熱環境及び被験者の行動を調査
している。温熱環境については、日常計測の内容に加えて
１分間隔の温度を計測した。行動観察については、15分
毎に目視で被験者の行動を記録するとともに、全方位カメ
ラを 2ヶ所設置した。
4．被験者の利用に対する環境的要因の分析（図 4）
　交流イベント全体を通じて、3階カフェの利用者が最も
多かった。また、温度変動を見ると、3階カフェの気温が
他の階よりも常に低くなっており、温熱環境が快適であっ
た 3階カフェに被験者が集まりやすかったと考えられる。
　屋上カフェは、交流イベント全体を通じて他のカフェよ
りも利用者が少なかったが、11:30 から 15:00 までほと
んど利用者が見られなかった。屋上カフェは緑地内に設置
されたものの、日影になっていなかった。NEXT21 の屋
上は、緑地による温熱環境の改善効果よりも、日射の有無
が被験者の体感に強く影響したと考えられる。同様に、5
階カフェの 11:30 から 13:00、3 階カフェの 14:00 から
15:00 も利用者がほとんど見られなかった。その時間帯は

該当カフェに直接日射が当たる太陽位置であったことが
要因の一つと考えられる。
５．結論
(1) 屋外中間領域の温熱環境の特徴
•	 屋上は周辺外気温とほぼ同じ温度変動であり、温熱環
境的には外部空間と同等であることを明らかにした。

•	 屋上以外の屋外中間領域は、日較差が外部空間より少
ない性質を持っている傾向が確認された。

(2) 被験者の利用に対する環境的な影響要因
•	 気温が他階と比べて低い 3階カフェの利用者が１日
を通じて最も多かった。温熱環境の快適な場所を利用
者が選択したと考えられる。

•	 屋上カフェの終日、５階カフェの午前中、3階カフェ
の午後など、直接日射が当たる時間帯の利用者は少な
かった。日射の有無の方が緑地による温熱環境の効果
よりも被験者の体感に強く影響したと考えられる。
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